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令和５年度 事業報告書 

醍醐いきいき市民活動センター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指定管理者:株式会社ワン・ワールド】 
  

資料様式 
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１．管理運営の状況 

 

  

１ 施設運営業務 

（１）職員体制 

   センター長１名、職員６名（常勤２名、非常勤５名） 

   【人材育成の取組】 

    ・5 年度は、学生アルバイトにも経験を積ませるため「だいご de ワイワイ井戸端会 

議」ではファシリテーターとして運営に関わらせた。他にも、企画やチラシの作成 

など、様々な事業に関わることで、他者とのコミュニケーションの取り方など、実 

践で身に着くよう考慮した。 

また、花園大学、大谷大学、京都橘大学などの授業の一環で、学生のフィールドワ 

ーク先として受け入れを行い、学生さんの実践の場としてもいきセンを活用しても 

らった。 

 

（２）貸館等 

ア 利用件数 

 （月別） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

82 95 75 79 83 78 82 89 86  70 

 

83 86 

（年間） 

 988 件（前年度比 89％） 

イ 利用状況 

   ○ 平日、土日に関わらず、会議室や和室は短時間（1～2 時間）利用のサークルが多 

く、高齢者のサークルが多い。（詩吟、音楽系、朗読など） 

    集会室は 2～3 時間利用のダンス系、空手など子どもから若い世代の方の利用が多 

い。 

   ○ 日曜日、水曜日、金曜日の利用が少ないので、増やしていきたい。 

ウ 利用促進に向けた取組 

   ○ 5 年度も近隣の無料で利用できる施設に移動されたサークルもあったが、新たな 

利用団体もあった。積極的に SNS で発信をしたり、近隣の商業施設にはチラシやポ 

スターの設置を依頼した。活動発表の場として毎年開催している「だいごいきいき 

フェスティバル」を近隣の商業施設のアトリウムにて開催し、より広くサークル活 

動を周知した。 

  エ その他 

   ○ サロンの利用者は 1,612 名で、前年とほぼ同数。（前年度 1,611 名） 

    サロンで事業を実施したことで、より広く周知できた。 

    ほぼ毎日来られる高齢者や、子連れで立ち寄られた方は、おもちゃで遊んだり、昼 

食を一緒に食べたりされていた。 
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（３）情報発信等 

ア 取組実績 

○ ホームページ、Facebook、twitter、Instagram、LINE など SNS で情報を発信。 

Facebook、Instagram は、ほぼ毎日、twitter でも積極的に発信している。ネット 

環境が整っていない高齢者層にも届くよう、リーフレットやチラシ、広報誌など紙 

媒体による情報発信も行った。 

○ 近隣の商業施設でもチラシやポスターでの情報発信を行っている。中でもイズミ

ヤ六地蔵店においては、展示スペースの空きが出るたびに、醍醐いきセンコーナー

として場所を提供していただいた。 

イ 取組の効果 

○ イズミヤの展示コーナーでチラシを見たという問合せが多く、実際に社交ダンス

や楽器演奏サークルのメンバーが増えた。 

事業参加者においては、チラシや SNS を見て参加したとの声が多かった。 

（４）管理運営 

〇 建築設備、消防設備の保守管理等を実施。 

 

（５）その他 

〇 施設運営においては、改善すべき点やいろんなアイデアがあるときは、スタッフ

会議で協議するほか、コミュニケーションツールを用いてスタッフ間で共有してい

る。 

〇 市民活動支援・活性化事業「だいご未来プロジェクト」の中の「だいご de ワイワ 

イ井戸端会議」「だいごゆめプレゼンテーション」では、地域と繋がりを求めている 

保育所・大学・図書館・高齢者施設・社会福祉協議会・図書館・区役所支所などと、 

地域で活動したい方を繋げることで、新たな活動が生まれるきっかけとなった。 
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２．市民活動支援・活性化事業及びサロン運営・活用事業 

 【事業名】だいご未来プロジェクト（市民活動支援・活性化事業） 

①ふらっと相談 café 

②だいご de ワイワイ井戸端会議 

③だいごゆめプレゼンテーション 

④醍醐いきいきフェスティバル 2024 

⑤DAIGO オールスター！大感謝祭 

⑥だいごゆめもり夏祭り 

⑦だいごゆめもり冬祭り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の概要 

１ 開催日時：  年 月 日（ ） 時～ 時 ／  年  月 ～ 月（月 回） 等 

２ 開催場所： ○○公園 ／ ○○いきいき市民活動センター 会議室 等 

３ 参加人数： ○○名（団体） 

４ 協力団体等： 実行委員会形式で行った場合はその団体名 等 

５ 予算： ○○円  ／ 決算： ○○円 

事業の概要 

１ 開催日時： 

① 令和 5年 5月 17日、6月 19日、7月 24日、8月 21日、9月 25日、10月 16日、 

11月 20日、11月 20日、令和 6年 1月 15日、2月 26日、3月 18日各 13時～15時 

② 令和 5年 6月 24日（土）、令和 6年 1月 13日（土）各 13時 30分～16時 

③ 令和 5年 7月 22日(土)、令和 6年 2月 10日（土）13時 30分～15時 30分 

④ 令和 5年 12月 10日(日)13時～15時 

⑤ 令和 6年 3月 12日(日)13時～15時 

⑥ 令和 5年 8月 11日(日)16時～20時 

⑦ 令和 6年 1月 22日(日)11時～13時 

２ 開催場所： 

① 京都市だいご学園 café＆shop ふらっと 

② 醍醐いきいき市民活動センター集会室 

③ 醍醐いきいき市民活動センター集会室及びサロン 

④ パセオ・ダイゴロー「アトリウム」 

⑤ 醍醐いきいき市民活動センター集会室 

⑥ 醍醐いきいき市民活動センター及び友愛ひろば 

⑦ 社会福祉法人同和園 

３ 参加人数： 

①  各回 3～8 名延べ 35 名 

② 令和 5年 6月 24日 13名、令和 6年 1月 13日 17名 

③ 令和 5年 7月 22日 14名、令和 6年 2月 10日 9名 

④ 約 250名 

⑤ 17名 

⑥ 450名 

⑦ 500名 

４ 協力団体等： 

詳細は下記①～⑥の中に記述あり 

 

５ 予算： 2,179,750 円  ／ 決算： 2,143,096 円 
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①ふらっと相談 café 

１ 事業内容 

・地域で何か始めたい方や地域に興味を持っておられる方などが、当センターのスタッフや

まちづくりアドバイザーに気軽にお話や相談ができる場を提供。 

・ボランティアの方によるギター演奏。  

 

２ 準備段階での工夫 

・社会福祉法人京都身体障害者福祉センター京都市だいご学園に場所の提供をしてもらう。 

・会場である「café＆shopふらっと」においては、他のお客様の迷惑にならないよう実施し

た。ボランティアの方にギターの演奏をしてもらい、なごやかな雰囲気づくりをすることで、

相談に来ることへのハードルを下げた。 

・京都市まちづくりアドバイザーの方にまちづくりの相談員として同席いただき、福祉の相

談については、京都市だいご学園に対応してもらった。 

 

３ 事業実施による効果・達成度 

（１）当初の事業効果、目標等 

雑談や日常会話の中で、気になることや関心事が明確になり、活動に興味を持つことができ

る。些細なことでも市民活動であるということに気付くきっかけとなる。 

（２）事業実施による目標の達成度 

・café＆shopふらっとを会場にしたことにより、まちづくりに関する相談の敷居を低くする

ことが出来、気軽に来てもらうことが出来た。 

・区民活動支援事業の相談があり、助言したことにより地域に根付いた活動へと広がった。 

・気軽に来てもらえることで、地域での困りごとや活動の種を何気ない会話から見つけるこ

とが出来た。 

 

参加者の反応 

・気軽に相談できるところがあって良かった。 

・ここの雰囲気とスタッフの方達が好きでお話に来ている。 

・ボランティアのギター演奏も楽しみ。 

 

４ 今後の抱負 

・他のお客様が居るので、店が混雑しているときは席を占拠しないようにと気をつけていた 

ので、満席の時などはスタッフを最小限にして開催した。 

・地域の方とのふれあいの場、地域の方が気軽に集える場として、今後も継続していきたい。 

 

５ 協力団体 

・社会福祉法人京都身体障害者福祉センター京都市だいご学園 

・京都市まちづくりアドバイザー 
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事業風景の写真 
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②だいご de ワイワイ井戸端会議 

１ 事業内容 

・地域で活動中の方、地域での活動に興味を持っている方、これから始めたいことがある方 

などが自由に話せる場として開催。「集まれ！伏見・醍醐こども食堂」「集まれ！学生のチカ

ラ」というテーマで話題提供者からの話を聞いて、それぞれのテーマから「だいごの未来」

について語り合い、自分たちがやってみたいことを話し合った。その後交流タイムを設けた。 

 

２ 準備段階での工夫 

参加者の層が分かっていたこともあり、活動の第一歩を踏み出すきっかけとなるような繋が

りが出来るようにグループ分けを工夫した。「集まれ子ども食堂」では花園大学の学生が授業

の一環でテーブルのファシリテーターとして入ってもらい、スタッフは全体のフォローが出

来たので意見が出やすい雰囲気となった。「学生のチカラ」では京都産業大学の学生団体「=

エスカフェ（イコールエスカフェ）」にコーヒーとお菓子を提供してもらい、カフェで話すよ

うな和やかな雰囲気で行なえた。 

 

３ 事業実施による効果・達成度 

（１）当初の事業効果、目標等 

潜在的な活動層が、専門家や活動家から活動のノウハウを学び体験談を聞くことで、活動へ

の関心や意欲が高まる。 

（２）事業実施による目標の達成度 

・地域で活動している方や活動を始めたい方に専門家や活動家からそれぞれの話を聞くこと

で、活動の意欲を引き出し具体的な次の一歩に繋がった。 

・多世代の参加により新たな繋がりができた。 

・新たな活動団体が生まれ、活動拠点としていきセンを利用することで貸館へと繋がった。 

【具体的な活動へ発展したもの】 

・醍醐の子ども食堂のネットワークが無かったので当センターと山科青少年活動センターが

主体となりこども食堂のネットワークを構築した。 

・学生のチカラでは、他大学との交流が深まり、当センターが協力している子ども食堂のボ

ランティアとしての参加や、ゆめプレゼンテーションへの参加のきっかけとなった。 

４ 今後の抱負 

・2023年度で 3年目を迎え定期的に参加してくれる層が増えた。市民の方だけでなく様々

な施設の方の参加が増えてきたので今後も引き続き事業として続けながら、繋がった機関と

連携をもって開催していきたい。 

５ 協力団体 

・京都花園大学・山科青少年活動センター・京都市まちづくりアドバイザー 
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  事業風景の写真 

醍醐 de ワイワイ井戸端会議～集まれ！伏見・醍醐のこども食堂 

 

 

 



9 

 

  事業風景の写真 

醍醐 de ワイワイ井戸端会議～集まれ！学生のチカラ。  
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⑤だいごゆめプレゼンテーション 

１ 事業内容 

「だいご de ワイワイ井戸端会議」や醍醐支所との連携事業「まちづくりプレイヤー養成講

座」の参加者の中で、具体的にやりたいことが固まってきた方がプレゼンを行う。当センタ

ーの利用者や事業に主体的に関わる方、地域の商店や施設など地域の方が参加しプレゼンタ

ーを応援する。またそれぞれが繋がるマッチングの場として実施。 

 

２ 準備段階での工夫 

市民活動を始めたい方、すでに始めているが活動を広げたい地域に住む子育て中のママ、折

り紙を使い交流する場所を作りたい折り紙伝道師、子育て世代の集まる場を作りたい方、気

軽に不動産の相談ができる場を作りたい方に、自身が地域でやってみたい活動をプレゼンし

てもらう。 

事前にスライドを準備してもらい、参加者にわかりやすく活動内容を知ってもらうことがで

きた。花園大学の学生にファシリテーターとして参加してもらいスムーズに進行できた。 

 

３ 事業実施による効果・達成度 

（１）当初の事業効果、目標等 

いろいろな立場の方と交流することで、自身の活動において刺激となり、新たな活動が生ま

れて地域が活性化していく。 

（２）事業実施による目標の達成度 

・プレゼンターとサポーターがつながり新たな活動が生まれた。 

・制度のはざまで困りごとを抱えている方の情報共有の場として「はざまカフェ」の協力者

が増え、いきセンを拠点に活動が広がった。 

・プレゼンターのスキルを仕事として依頼したいとのことで新たな雇用が生まれた。 

・当センター利用のサークルさんと連携して、活動を始められた。 

 

参加者の反応   

・話を聞くだけでなく参加型だったので交流が活発だった。 

・社会課題にとても前向きで、明るく活動している人たちに出会えて楽しくワクワクした。 

・沢山の意見がいただけて良かった。 

                                                                                                                                   

４ 今後の抱負 

・前年度に行ってから周知されていき話したいという方が増えてきたので、十分にヒアリン

グをしたうえでプレゼンターを選出していきたい。参加者同士の交流や今後の協力態勢など

を見ていて、これから生まれる活動が、地域に根付いた活動になるようサポートしていきた

い。 

 

５ 協力団体 

・京都花園大学・京都市まちづくりアドバイザー 
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事業風景の写真 

だいごゆめプレゼンテーション 令和 5 年 7 月 22 日 
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  事業風景の写真 

 

だいごゆめプレゼンテーション 令和 6 年 2 月 10 日 
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④醍醐いきいきフェスティバル 2023 

１ 事業内容 

醍醐いきセンで活動しているサークルの活動発表会。10 年ぶりに外部の商業施設での開催を

行う。いきセンの事業として活動をしている「はざまカフェ」に乳幼児向けのプレイコーナ

ー・折り紙コーナー・子育て相談窓口を、京都橘大学生による子どもの遊びブースを設置し

てもらう。 

 

２ 準備段階での工夫 

10 年ぶりに外部の商業施設で行うので発表者の方にスムーズに発表してもらうために、事前

打ち合わせとリハーサルをしっかりと行った。会場も京都橘大学の学生スタッフに装飾して

もらい華やかな雰囲気で行った。当日プログラムにサークルの紹介を入れ、新たなサークル

の参加者の募集を行った。 

 

３ 事業実施による効果・達成度 

（１）当初の事業効果、目標等 

いろいろな立場の方と交流することで、自身の活動において刺激となり、新たなサークルが

生まれて活性化していく。 

（２）事業実施による目標の達成度 

・10年ぶりに醍醐いきセン以外で発表会を行った。9組のサークルが出演し、普段の練習の 

成果を発揮できる場所を提供することが出来た。 

・プログラムにサークルの広報を載せ、新規のメンバー加入につながった。 

・発表会練習のために、練習時間が増え、結果貸館稼働率が増加した。 

・様々なブース出店を行なったので、多くの参加者が足を止めて楽しんでもらえた。 

・いきセンを知らない層に周知することができた。 

                                                                                                                                      

参加者の反応   

・思っていたよりもお客さんが多く、多くの人にサークルを知ってもらえた。 

・会場がすごく盛り上がって、すごく楽しかったです。 

・みんなでわいわいとやりとげることが出来たのが嬉しかった！ 

 

４ 今後の抱負 

・事前のリハーサル時間が取れなかったので、今後はリハーサル時間も入れたスケジュール

を組みたい。 

・音響の確認をする時間も無かったので事前に準備をしっかり行う。 

・発表者だけでなく観覧者も楽しんでいたので、今後も行いたい。 

・会場での音量の規制が厳しいので、6年度は近隣の商業施設で開催する予定。 

 

５ 協力団体 

・京都橘大学・はざまカフェ・京都市だいご学園 
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事業風景の写真 

醍醐いきいきフェスティバル 2023 
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⑤DAIGO オールスター！大感謝祭  

1 実施内容      

醍醐いきセンの事業に関わった様々な方との交流会。事業振り返り動画や、参加賞授与等。 

後半の参加者同士の交流時間では、近隣の施設（醍醐中央図書館等）の施設紹介ブースを設 

けた。また地域で活動している介護士と理学療法士の方のマッサージブースも設置。 

     

         

２ 準備段階での工夫 

・近隣の施設紹介として、京都市醍醐中央図書館にブースを設置してもらった。 

・「はざまカフェ」事業紹介ブースを設置し活動の賛同者を募った。 

・地域の介護士と理学療法士によるクイックマッサージブースを設置し、参加者に体験して

もらった。 

・1 年間の事業を動画にし、参加者に簡潔に分かりやすく紹介した。 

 

 ３ 事業実施による効果・達成度 

（１）当初の事業効果、目標等 

いろいろな立場の方と交流することで、自身の活動において刺激となり、新たな活動が生ま

れて地域が活性化していく。 

（２）事業実施による目標の達成度 

・普段繋がりが無い、いきセンの事業関係者同士、活動家同士が交流する機会を持つこと 

により、地域課題解決のための新たな事業計画が生まれた。 

・醍醐いきセンのファンサークルによる（Daigo Design Labo）歌やダンスを参加者に楽し 

んでもらえた。 

・醍醐を盛り上げたいと醍醐で活動する男性 4名がアイドルグループを立ち上げお披露目会 

を行い、子どもも大人も楽しんで参加できた。 

       

                                                                                                                                      

参加者の反応  

・醍醐をよくしていくために様々な活動をしている方に出会えてよかった。 

・交流時間では他の施設が知れた。 

・いきセンではいろいろな事をしているのが知れて良かった。 

     

改善・課題等   

・準備期間が短く広報があまりできなかったのと、しみセンの事業や他のイベントの日程と 

かぶってしまったので、事前に日程変更を考えてもよかった。 

・定期的にこのような交流の場を設けることにより地域活性化を図れるので今後も続けてい 

きたい。 

 

５ 協力団体 

・京都橘大学・はざまカフェ・京都市だいご学園 
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事業風景の写真 

 

DAIGO オールスター！大感謝祭  
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⑥だいごゆめもり夏まつり 

１ 事業内容 

醍醐いきセン、みらい食堂（体験型子ども食堂）、京都橘大学が「だいごゆめもり夏まつり

実行委員会」を立ち上げて開催した夏祭り。醍醐いきセン、友愛ひろばを会場として飲食ブ

ースやゲームコーナーなどを設けた。 

 

２ 準備段階での工夫 

ご飯ブースは子ども食堂、ゲームコーナー（無料）は京都橘大学が担当し多くの子どもたち

に喜んでもらえた。 

オープニングは岩屋太鼓の会さんが担当し多くの方に楽しんでもらえた。 

 

３ 事業実施による効果・達成度 

（１）当初の事業効果、目標等 

コロナ禍で地域学区の夏祭りがなくなり、地域住民同士の交流する機会が失われるなか、地

域住民が一同に集まる事業をすることで住民の孤独を防ぐ。またいきセンに地域の方が足を

運んでいただくきっかけにもなり、知ってもらうことで貸館利用につながる。 

（２）事業実施による目標の達成度 

・いきセンを知らなかった方が多数来られ、センターを周知する良いきっかけになった。 

・様々な団体のボランティアの方が来られ、新たな繋がりが出来た。また協力団体の社会活

動の受け入れ場として貴重な体験をしてもらえた。 

 

                                                                                                                                      

参加者の反応   

・コロナで祭りが全てなくなっていたのでここまで大きなお祭りは久しぶりで楽しかった。 

・ゲームコーナーなど子どもが喜んで参加した。 

・子ども食堂の出している屋台が美味しい。 

 

４ 今後の抱負 

・今回初初めて開催したが、思っている以上に参加者が多くスタッフの人数が足りていなかった。 

たので次次回行うなら手伝いたいとの声も多く、今後は町内会や他団体と連携し開催したい。 

 

５ 協力団体 

・食を通じた文化体験プロジェクト実行委員会（みらい食堂) 

・京都橘大学「学まちチャレンジ！プロジェクト」醍醐いきいき市民活動センターチーム 

・岩屋太鼓の会 

・深草こども食堂 

・京都ダルク 
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事業風景の写真 

だいごゆめもり夏祭り 
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⑦だいごゆめもり冬まつり 

１ 事業内容 

醍醐いきセン、みらい食堂（体験型子ども食堂）、社会福祉法人同和園が「丘の上フェスティ 

バル実行委員会」を立ち上げて開催。餅つき大会や祭りを開催。福祉施設による物販や、飲

食ブースなどを設けた。最後はビンゴ大会をし、地域の子どもたちに参加してもらった。 

 

２ 準備段階での工夫 

協力団体が多かったので、連絡をスムーズに行うために各団体の代表のみで打ち合わせを行

い、それぞれで共有して日数の無いなか無駄なく本番を迎えられた。 

会場が同和園だったので、いきセンのチラシを持っていき広報できた。 

 

３ 事業実施による効果・達成度 

（１）当初の事業効果，目標等 

今までいきセンを利用したことのない層に直接センターのアプローチをする機会を作り、足を

運んでもらう一歩目を作る。 

これまで連携のなかった施設やコロナ渦に関係が希薄になったところとも繋がりを再構築す

る。 

（２）事業実施による目標の達成度 

・普段醍醐いきセンでは中々利用の無い山科・小野の地域の方に醍醐いきセンを周知するこ 

とが出来た。 

・様々な福祉事業者の方が来られ、新たな繋がりが出来た。コロナ渦で連絡の途絶えていた施

設や団体さんと直接顔を合わすことができ次年度の事業に繋げることができた。 

 

参加者の反応   

・本格的なお餅つきができて嬉しかった。 

・醍醐いきセンを初めて知った。遊びに行ってみたい。 

 

４ 今後の抱負 

・初めての企画で準備のスケジュールがうまくいかずぶっつけ本番になってしまった。 

次回からはもう少し早く計画し準備期間をしっかりと設ける。 

 

５ 協力団体 

・食を通じた文化体験プロジェクト実行委員会（みらい食堂)・深草こども食堂・京都ダルク 

・京都醍醐北郵便局・社会福祉法人ヤマト福祉会宝生苑・社会福祉法人京都老人福祉協会 

ワークパートナーYUI・あったかファミリー運動・たのしい家醍醐・三笑堂・深草子ども食 

堂・京都市醍醐北部地域包括支援センター・井戸端ステーション・ぐり～んデイサービス醍 

醐・京都市だいご学園・はざまカフェ・At-kyoto・清水台幼稚園・アトリエ TONTON・POLA  

Lei SaLon・つばさクラブ少年団 
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２．市民活動支援・活性化事業及びサロン運営・活用事業 

 【事業名】○○○○○○（市民活動支援・活性化事業、サロン運営・活用事業の別） 

※事業ごとに、簡潔に作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業風景の写真 

 

だいごゆめもり冬まつり 
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２．市民活動支援・活性化事業及びサロン運営・活用事業 

 【事業名】サロン甦りプロジェクト（サロン運営・活用事業） 

① だいご情報局 

② 文化サロンづくり「みんなのアトリエ」  

（A ビブラボ  B 図書館との連携  C はざまカフェ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の概要 

１ 開 催 日 時： 

①令和 5年 4月～令和 6年 3月 

②Ａ. 令和 5年 6月 17日（土）、7月 15日（土）、8月 12日（土）、9月 9日（土） 

10月 14日（土）、11月 4日（土）、12月 9日（土）、 

令和 6年 1月 27日（土）、2月 24日（土） 計 9回 各回 14時～16時 

   Ｂ. 令和 5年 6月 29 日（木）、令和 5年 8月 4日（金）、令和 5年 11 月 16 日（木） 

     各回 10時 30 分～11 時 30 分 

   Ｃ. 令和 5年 5月 29日（月）10時～12時 

令和 6年 2月 14日（水）、令和 6年 3月 13日（水）10時 30分～13時 

２ 開 催 場 所：①、②ともサロン「おいない」（②Ｂ 

３ 参 加 人 数：①1,611名 ②Å.計 85名 Ｂ.計 36名 Ｃ.計 7名 

４ 協力団体等：①京都市伏見区社会福祉協議会醍醐分室、春日丘センター 

        ②Ａ.チームビブラボ（ビブリオバトル普及委員会の理事と普及委員及び 

大学生向けフリーペーパー制作団体 moco 代表（当時）で結成した団体） 

Ｂ.醍醐中央図書館、辰巳保育所 

５ 予算： 2,429,900 円  ／ 決算： 2,418,262 円 

① だいご情報局 

１ 事業内容 

社協発行の「醍醐ふれあい・支え合いマップ」や学生が作成したフリーペーパーなどを設

置。地域の高齢者施設「春日丘センター」の利用者が製作した手作り作品を展示した。 

また親子連れのお散歩スポットや遊べるスペースとして解放した。 

 

２ 準備段階での工夫 

春日丘センターは近隣の施設であり、日常からセンターのスタッフとコミュニケーション

をとっているため、毎回スムーズに展示することができた。 

 

３ 事業実施による効果・達成度 

 （１）当初の事業効果、目標等 

「醍醐ふれあい・支え合いマップ」を活用した「醍醐ふれあいトレジャーウォーキング」の

参加受付場所や休息場所としてサロンを利用してもらうことでサロンの地域での認知度を

高める。また近くにある高齢者施設の利用者の手作り作品を展示することで、地域間交流

を図ることを目標にした。 
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事業風景の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事業実施による目的の達成度 

〇健康ウォーキングの参加者の休憩場所や親子連れのお散歩スポットとして、サロンを利

用してもらったが、年間を通しての継続的な利用には至らなかった。 

〇春日丘センターの利用者からは、作品をサロンに飾り、みんなに見てもらえて嬉しいとの

声をいただいた。 

 

４ 今後の抱負 

 今後も引き続き、地域の方や近隣の高齢者施設の利用者の手作り作品を定期的にサロンに

展示して、相互の交流を行っていきたい。 
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②Ａ.ビブラボ 

１ 事業内容 

 本が生み出すつながりを楽しむ実験室のような場を、月１回トピックを設定して開催した。 

毎月のトピックは以下のとおり。 

（第１回）：ビブリオバトル（※） 

（第２回）：テーブルゲーム 

（第３回）：銭湯×ビブリオバトル（営業前の辰巳浴場） 

（第４回）：カタン（ボードゲーム） 

（第５回）：マーダーミステリー 

（第６回）：ボードゲーム×国際交流（日本語話者と外国語話者が一緒に行う） 

（第７回）：ビブリオバトル 

（第８回）：OSHIERU（ジャンルを問わず参加者が「推し」ていることをプレゼンし、 

参加者が投票してその中で一番の「推し」を決めるもの）    

（第９回）：ビブリオバトル 

※ビブリオバトルとは、お気に入りの本を５分間で紹介し、一番読みたくなった本に投票する

コミュニケーションゲーム。 

 

２ 準備段階での工夫 

毎月の開催について、企画内容（トピック決め）の検討をチームビブラボと一緒に行った。 

また、チラシの作成についてはチームビブラボが行った。 

チームビブラボが毎月開催後に詳細な「ビブラボ開催レポート」を作成して note（（SNS）で

発信した。いきセンはその note をいきセンのフェイスブックにリンクさせ発信を行った。 

 

３ 事業実施による効果・達成度 

（１） 当初の事業効果、目標等 

参加者が本を使ってコミュニケーションをはかり、参加者同士の新たなつながりを生み出 

すことを目的とする。またそのつながりの中からサークル活動や市民活動の種を見つける。 

 

（２） 事業実施による目的の達成度 

〇ビブラボの実施により、本を媒介にして参加者が繋がり、深い交流が図られた。 

〇参加者の反応 

「ボードゲームは初心者でも国を超えて盛り上がることができ、とても楽しかった。」 

「他の方の本や発表を通して視野が広がり、他の方の世界観に触れることができた。」 

〇事業に対する客観的な評価 

チームビブラボの活動が、結果としていきセンのサークル活動につながらなかったが、以下

の３点の理由により、事業としては成功したと考えている。 

・参加者の世界が広がり、参加者が多角的な視点を持つことができた。 

・ボードゲームを行うことによって、多世代交流や国際交流が図られた。 

・サロン事業の運営の一端を１年間チームビブラボが担った。 
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事業風景の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の抱負 

令和６年度のサロン事業を実施するにあたっては、更にいろいろな参加者が気軽に参加で

きる場をつくるために、内容を工夫したい。 
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②Ｂ.図書館との連携 

１ 事業内容 

①「絵本の読み聞かせと交流会」 

   図書館司書による読み聞かせとおすすめ絵本の紹介（絵本をサロンで展示） 

 ②「自由研究の本を見ながら、工作をしよう！」 

   図書館司書による読み聞かせと自由研究の本の紹介（本をサロンに展示） 

 ③「大人のための絵本紹介と読み聞かせの会」 

   図書館司書による読み聞かせと絵本の紹介 

（（（（（（（（（（ 

２ 準備段階での工夫 

３回の事業すべてに協力いただいた醍醐中央図書館の意向を最大限尊重するように心がけ 

た。辰巳保育所については、いきセンに隣接しており日頃から交流をはかっているため、協 

力依頼をスムーズに行うことができた。 

 

３ 事業実施による効果・達成度 

（１） 当初の事業効果、目標等 

いきセンが醍醐中央図書館および辰巳保育所と連携して親子向けに絵本の読み聞かせを行

うことにより、地域の子育てを支援する。 

（２） 事業実施による目標の達成度 

〇絵本の読み聞かせについては幼児向け、小学生向け、高齢者向けにそれぞれ１回行った。 

３回目に行った高齢者向けの絵本の読み聞かせについては、地域にお住まいの高齢者に絵 

本の楽しさに触れる場をつくったことが、参加者の方に大変喜ばれた。また、幼児向けに絵

本、小学生向けには自由研究の本の展示をそれぞれサロンで行ったが、実際の利用者（閲覧

者）は、ほとんどいなかった。全体的に見ると、目標の達成度は６０％ぐらいと考えてい

る。 

〇参加者の反応 

「保育所の子どもたちが刺激になりました。」 

「読み聞かせの機会は大人もストーリーに引き込まれます。」 

「なかなかよかったので、またやってほしいと思います。」 

〇事業に対する客観的な評価 

全体的に目標の達成度は６０％ぐらいだった。したがって、今後の事業を考えるにあたって

は対象（幼児・子ども向けなのか、高齢者向けなのか）を絞った取組みが必要だと考えてい

る。 

 

４ 今後の抱負 

令和６年度については、地域の図書館と連携することにより、高齢者向けに絵本の読み聞かせ

などを行い、高齢者の孤立を防ぐ取組みを行いたい。 
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②Ｃ.はざまカフェ 

１ 事業内容 

① 制度のはざまにいて悩みを抱える方同士が意見交換や交流できる場を提供 

② 「みんなでバレンタインチョコづくり」 

未就学児の保護者を対象に手作りバレンタインチョコをつくりながら子育てのことについ

て参加者同士で情報交換や交流をする場を提供 

③ 子育てサロン「笑みえる」および「ベビー＆キッズ用品交換会」 

４月より入園・入学を控えている保護者の方や、お子様の環境の変化に不安を抱えている保

護者の方の悩みや気になることなど、気軽に子育ての相談ができる場を提供 

 

２ 準備段階での工夫 

はざまカフェの活動を地域の方に認知していただくために、醍醐いきセンのイベント（「醍

醐いきいきフェスティバル」12/10 実施）や地域の高齢者施設でのイベント（「丘の上のフ

ェスティバル in（同和園」（1/21 実施）に出展した。 

 

３ 事業実施による効果、目標等 

（１）当初の事業効果、目標等    

地域で子育てについて気軽におしゃべりして交流する場をつくる。 

 

（２）事業実施による目標の達成度 

〇地域で子育てについて気軽におしゃべりして交流する活動を始めたが、少しずつ活動に

賛同するメンバーが増えてきた。 

 

〇参加者の反応 

・チラシを見て楽しみに参加した親子（５歳の女児連れ）に大変喜んでもらった。 

・醍醐近辺で子育てや高齢者の居場所づくりをしたいと思っている方が参加し、参加者同 

士で活発な話ができた。 

・「ベビー＆キッズ用品交換会」では、衣服ばかりでなく、おもちゃ、絵本も交換できれば

ありがたいという声があった。 

 

〇事業について対する客観的な評価 

この１年で「はざまカフェ」のメンバーが増えたことおよび３月に「ベビー＆キッズ用品交

換会」を開催して、参加者から貴重な意見を聞くことができたことが成果である。 

 

４ 今後の抱負 

「はざまカフェ」のメンバーそれぞれがカフェにおいて対象とする年齢層が少し異なるが、 

それぞれのメンバーのやりたいことを重視して継続することを大切にしたい。 

令和６年度については、醍醐いきセン周辺の保育所、幼稚園、小学校へ「はざまカフェ」の 

活動の周知に力を入れていきたい。 
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３．利用料金の収入実績及び管理運営に係る経費の収支決算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．施設の利用者満足度の把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 利用者満足度の把握状況 

（１）全センター共通窓口サービス調査 

【実施時期】令和５年１１月実施 

【調査項目】窓口サービス 

 

（２）センター独自アンケート 

   事業実施時にアンケートを実施 

 

２ 利用者満足度把握の結果 

（１）全センター共通窓口サービス 

たいへん満足 満足 不満 たいへん不満 無回答 

51％ 47％ 1％ 0％ 1％ 

 

（２）センター独自アンケート 

   〇 概ね満足 

他の子ども食堂のことを知ることが出来て良かった、学生さんと繋がることがで 

きて良かった等 

 

３ 意見等への主な対応状況 

   〇 「どの職員さんももっと明るくハキハキとされる方が良い。（利用者とすれ違った 

時も…）」の声を受け、今一度、どのようなタイミングでも明るく元気な第一声が 

発せられるよう、スタッフ内で確認しあった。 

１ 利用料金の収入実績 

  令和５年度実績：1,518,480 円（前年度比 90％） 

   内訳 会議室等：1,469,000 円 

      付属設備：49,480 円 ※自主事業分を除く 

 

２ 管理運営に係る経費の収支決算 

  別紙収支決算書のとおり 
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５．指定管理者による管理運営業務の自己評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．その他施設の管理運営に関する重要又は異例な事項 

 

 

・貸館については、前年同様厳しい数字となっているが、市民活動支援事業やサロン事業か

ら新たな活動につながるよう工夫を凝らして実施してきた。事業の参加者やいきセンと関わ

りのある方同士で 6 年度にサークルが立ち上がる予定。（コーラス、朗読） 

既存の利用者が継続して活動できるよう、SNS での発信に力を入れてきたが、6 年度は更に

効果的に発信できるよう努める。 

 

・いきセン・しみセン合同研修会の開催のきっかけを作ることができた。この合同研修会を

きっかけに交流が生まれたセンターと連携事業が出来るよう検討していく。 

 

・まちづくりアドバイザーの協力のもと、伏見区役所醍醐支所との定例会での情報共有や意

見交換も、地域活動や施設運営に欠かせない地域の現状を知ることができた。 

 

・利用者の利便性を考えて、電話とオンラインでの仮予約を次年度から実施する予定。 

 

・サロン事業においては、これまで以上に多様な利用者が増えるよう、事業を実施していく。

その中から自立した活動が生まれるようにサポートをしていきたい。 

〇 特になし 

 

 

 


